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原料別のバイオエタノール製造工程と

カーボンニュートラル

糖質系・デンプン系→第２世代セルロース系

糖質系バイオマス

デンプン系バイオマス

セルロース系バイオマス
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● 未利用の植物残渣（稲ワラ，トウモロコシ茎葉など）

● 資源作物（スイッチグラスなど イネまるごと）





大量生産・大量消費・大量廃棄



エネルギー総量を削減

石油依存率を低下させる

→低炭素・持続的社会









世界におけるＢＥの利用













ここまでの整理

• 地球温暖化・石油枯渇→持続的な社会

• エネルギー総量削減・代替エネルギー

• 再生可能エネルギー・バイオマス利用

• バイオ燃料はカーボン・ニュートラル

• 食料とエネルギーの競合（肉食と飼料）

• 糖質系・デンプン系→セルロース系

• 何を、どこで（誰が）、どう作るのか



何を→エネルギー作物
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土地利用情報気象条件など 地理条件など

文献調査等による

生産ポテンシャル

土地利用の再評価
衛星写真による検証

現地調査

最終栽培候補地域

第１次栽培候補地域

第２次栽培候補地域

どこで→非農地







どう→低投入持続的栽培
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資源作物は減肥料・減農薬でも旺盛に
生育するため、投入エネルギー節約が可能

資源作物の栽培における投入エネルギー
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バイオエタノール原料栽培と温室効果
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資源作物の導入は、耕作不適地に限定

土壌劣化を引き起こさない配慮が必要

→未利用植物残渣の利用が現実的か？







ここまでの整理

• セルロース系バイオエタノール生産へ

• 何 を エネルギー植物 C4・多年生

• どこで 非農地・不良条件（乾燥・塩）

• ど う 低投入持続的栽培・高生産性

• 技 術 糖化・発酵技術の開発・改良

• 日本は、国内でどうする？





日本のバイオエタノール

・「バイオマス・ニッポン」総合戦略

→100円／リットル

・「バイオ燃料技術革新協議会」

→40円／リットル

・2030年までに600万キロリットル

・デンプン系原料→セルロース系原料





「イネイネ・日本」プロジェクト

• Innovation in New Energy with INE

in Nippon →バイオ燃料の日本型モデル

• どこで？ 休耕田（ライス・ルネサンス）

• なにを？ 資源・エネルギー作物のイネ

• どう？ 低投入栽培 ホール・クロップ



稲わら賦存量と耕作放棄田
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日本晴 北陸193号

根本 博



品種と栽培の課題

• 高いバイオマス生産（～20ｔ/ha）

• 成 分（糖含量・セルロース含量）

• ストレス耐性（倒伏・病気・害虫）

• 低投入栽培（直播・不耕起栽培等）

• 収穫（機械）・保存（品質の保持）





イネのバイオエタノール化
（横山伸也教授の研究結果）
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「イネイネ・日本」プロジェクト

• 最終目標＝持続的社会・低炭素社会

• 休耕田でエネルギー作物イネの栽培

• 低投入栽培とホール・クロップ利用

• システムの構築 入口から出口まで

• 国土保全・農村振興・日本農業再生

• 国家戦略としてライス・ルネサンス





設置場所 ：北海道上川郡清水町
（ホクレン十勝清水製糖工場内）

施設能力 ： １．５万キロリットル／年
原 料 ： てん菜、小麦

設置場所 ：北海道苫小牧市
（合同酒精（株）苫小牧工場）

施設能力 ： １．５万キロリットル／年
原 料 ：米

設置場所 ：新潟県新潟市
（コープケミカル新潟工場内）

施設能力 ： ０．１万キロリットル／年
原 料 ：米

バイオ燃料地域利用モデル実証事業
（バイオエタノール混合ガソリン事業）採択地区

北海道バイオエタノール株式会社
（JA北海道中央会等が中心になった新会社）

オエノンホールディングス株式会社

全国農業協同組合連合会
（ＪＡ全農）



見学風景 （青い作業服姿がオペレータの都築さん）

愛知県農林水産部・丹羽主幹







バイオエタノールの課題

• 経済性（コスト）・法律・税制
• 出口：石油連盟・自動車業界
• ユーザーの社会的意識の醸成
• 原料作物 品種育成・栽培技術
• エネルギー・二酸化炭素の収支
• 個別技術 セルロース系の発酵
• 廃棄物処理 飼料化・堆肥化等
• 経済性・環境性・社会性の評価















本日のポイント

• バイオエタノールは１つの有望な選択肢

• 日本では農業問題として捉える必要あり

• 水田はイネを栽培しながら持続性を維持

• 日本には水田とイネと農家（技術）あり

• 経済性だけでなく環境性と社会性も評価

• エネルギーの地産地消日本型モデル構築

• 大きなチャンス ライス・ルネサンス！



現実の問題は、正解が
あるとは限らない。


